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　訪日外国人に地方の魅力を感じてもらうため
に、日本人の観光を考えるためにも、今後は
「客数」だけを追わないことだ。訪日外国人旅
行者数の伸びもいつかは止まる。人口減少期の
観光は「客数×回数×泊数」の積、「延べ客数」
を最大化していくことで持続可能となる。観光
地を観るだけなら一度でいい。旅館に泊まるの
は１泊でいい。そうではなく、訪問回数と滞在

日数を増やしていくことだ。そのためには新し
い発想や仕組みが必要となる。再訪するのは
「もう一度人に会いたいから」だ。「泊食分離」
型の旅館なら長期滞在も可能だ。地方では、客
数よりも回数と泊数を追うことが大切だ。

　まず個別最小行政単位が、単独でその存在意
義を世界全体に示そうとしても、ノウハウと予
算双方に限界があるため、これは得策とは言え
ない。特色のある近隣地域内同士で広域連携を
行うなかで、他地域と差別化された存在感を示
していくことが第一段階として必須かと考え
る。次に差別化の内容をグローバル化する必要
がある。日本人の男性が良いと思うものが、ド

イツ人の女性が良いと思うとは限らない。「多
様性」「発掘」「国際的」を視点に、差別化ポ
イントを常にＰＤＣＡサイクルを基に追求し続
けるとともに、プレゼンテーションの方法をも
追求し続ける必要がある。

　地域周遊型・テーマ型旅行の希少コンテンツ
開発力、訪日リピーター層に対する訴求力が訪
日旅客の地方分散を押し進める鍵だ。昨年月
スタートした当社では、クラブツーリズムが主
催する国内旅行をベースとした、東京・大阪発
着のみならず地方都市発着の航空機・鉄道・バ
スツアーなど、多岐にわたる地域周遊・テーマ
型旅行商品を造成し、年間コース以上の

「YOKOSO Japan Tour & Hotel」のブランド名で全
世界に販売している。今後、培った企画力を武器
に、日本各地で開催する「地域交流イベント」参
加型商品の拡大を図り、地方の魅力を発信し販
売につなげることを主力事業の一つとしたい。

　釧路市は観光庁より観光立国のモデル都市と
して金沢・長崎と並びショーケースに認定され
た。ミッションは年までに訪日外国人客を
倍増させること。阿寒ＤＭＯはその内万人を
分担する。そのために四つの重点プロジェクト
を立ち上げた。アイヌ文化と「夜の森のテーマ
パーク」など阿寒ならではの資源を活用した昼
と夜のコンテンツの充実。マーケティングは

兆円の市場と言われる欧米豪を中心とするアド
ベンチャーツーリズムの聖地を目指すこと。今
年２月には実行部隊のＤＭＣも立ち上がる。あ
と３年の期限があるからこそ行政と民間が一体
になり、エネルギーが集中できると考える。

　訪日外客数が万人に近づいた年頃か
ら、これまで旅行業界が提唱を重ねてきた訪日
外国人の「地方分散」の流れもようやく顕著な
動きとなって現れてきた。
　団体旅行による初回訪問者の皆さまが、次回
以降の来訪の際にはリピーターとなって、新た
な日本の魅力と体験を「地方」に求めている。
　地方分散の歩みをさらに進めるためには、着

地型旅行商品の拡充や二次交通の整備等の課題
も残ってはいるが、団体旅行と個人旅行の両面
で「また日本に訪れたい」と感じてもらえる旅
行の「品質」を確保することが、最も重要な
「地方分散」の手立てであることは間違いない。

　今年は、デジタル戦略を強化し、「東北情報」
を重層的に発信し、「東北のブランド力」向上に
努める。併せて広域周遊「日本の奥の院　東北
探訪」ルートの受け入れ体制整備を進める。
　また、台湾・香港で実施した東北６県および
新潟県の知事が一堂に会した「オール東北」プ
ロモーション事業で東北の魅力を発信する。同
時にインターネット事業等を通じ、春の桜と秋

の紅葉だけでなく、夏祭りやスノーコンテンツ
の魅力創出や磨き上げに努める。また、広域Ｄ
ＭＯの認定を機にマーケティングデータに基づ
いた質の高い活動と人材育成を行い、各界各層
と連携し、訪日外国人の方へ誘客促進を図る。

　「訪日外国人旅行者　年間万人」という、
夢のような数字が、今や現実となって手の届く
ところまで来ている。今後、年までに
万人に倍増させるためには、日本の「ファン」を
増やし、リピーターを増やしていくことが必要
だ。これまで訪れたことのない地方には、異文化
を感じさせる魅力的な観光資源が豊富にあり、
ありのままの自然を一つとってみても、外国人

には宝物のようにキラキラと輝いて映るに違い
ない。この地方の「魅力」を世界中の旅行者に
届けるために、それぞれの地域において、ソー
シャルメディア等をうまく活用する力をつけて
いくことも必要なのではないかと感じている。

　昨年はインバウンドの経済効果をテーマとし
た事例本の取材で日本各地にお邪魔した。自治
体や事業者など話し手の方々はかなり場馴れし
た印象で自信満々。手探りだった一昔前とは隔
世の観がある。だが、人数は増えてもＬＣＣや
民泊の増加で客層は大衆化している。それに合
わせるように行く先々の宿泊施設や観光施設な
どで見たサービス水準は全般に低下しているよ

うに思えた。外国人に振り回されて日本人への
サービスに支障が出るようなら、国内旅行市場
にはマイナスだ。地域では人材も限られている。
これからは訪日市場のターゲットを絞り込んで
客単価を上げる発想がより重要になるだろう。

　訪日外国人旅行者が、地方の訪問先で重要に
なるのが二次交通である。大抵はレンタカーを
借りると思われる。実際、外国人旅行者のレンタ
カー利用者は、５年間で４倍伸びており、今後
も増え続けるだろう。ＪＡＦとしてもＨＰでの
交通法規の案内や通訳サービスの設置、そして
外国の自動車クラブの会員に限っているが、ク
ルマのトラブルについてはＪＡＦ会員と同じ扱

いをしており、その他ＪＡＦ会員が優待を受け
られる施設でも（一部ではあるが）ＪＡＦ会員と
同じ優待を受けられるようにしている。外国人
旅行者がドライブを楽しめるように、これらの
サービスをさらにブラッシュアップしていく。

　「旅館」がインバウンドの鍵になるだろう。私
は当館を守るためにアメリカの人生を捨てたぐ
らい。伝統的な日本旅館は貴重だと思う。日本
の奥深い文化と触れ合える場所として、「来日
の際に最低一度は旅館を体験したい」と思わせ
ることが大切だ。和室の根本的な良さ（畳、床の
間、障子、庭園、お茶、浴衣、布団など）と、できれ
ば温泉と会席料理を海外からの旅行者に理解し

てもらいたい。そのために、私たち経営者が、お
客さまを旅館へ入りやすくしなければいけな
い。世界で通じる予約の方法や多言語案内が必
要だし、最も大事なのは「旅館」という独特な存
在の発信。これは民泊対策にもなると思われる。

　経済社会のグローバル化とＩＣＴの進化！　
効率性と利便性を追求するこの現実は、良くも
悪くも観光産業の相反性という本質的課題を露
呈させ「大都市と地方」の観光に対するアプロー
チ概念の再考を迫っている。自然、気候、伝統文
化、食など観光要素の天恵を得る日本が目指す
べき観光の在り方こそ、地方観光に求めるべき
ものである。課題となる補助金に頼らぬ人材と

自主財源確保というテーマこそ、複合産業であ
る観光を核に、地域の全ての産業を巻き込む可
能性を秘めている。キーワードは「混在と共生」。
正に地方観光はオーケストラであり、何を演奏
するかは、各地域の知恵の出しどころである。

　旅行形態も多様化する中、ここ、白馬はウイ
ンタースポーツを目的に来村する外国人が急増
している。長野五輪冬季大会も地域が知られる
効果があった。目的旅行は滞在日数が多く、白馬
では平均１週間にもなる。課題はいくつもある
が、まずは不自由なく目的が達成できる各種サ
イン類や案内（コンシェルジュ機能）の充実。最
近はレンタカー利用で行動範囲も増え、道路標

識の整備も重要である。拠点化が進み寄港地か
ら目的地への移動の利便性も重要である。特に
新幹線での移動では大きな荷物が障害になる。
そして、地方ではクレジットカードやデジタル
決済の対応も消費拡大において重要である。

　訪日客が万人を超え、東京や関西は訪日
客で溢れているが、地方はまだまだだと言われ
る。九州、沖縄では、各県の誘致策も奏功し、
台湾、韓国、中国から多くの観光客が訪れてい
るため、地方に来ていないわけではないと感じ
るが、いろいろな課題も見えてくる。クルーズ
船のお客さまが多く宿泊やそれに伴う消費、飲
食につながらないとの指摘もあり、われわれエ

アラインも貢献したいと思うが、アジア各国側
の主要空港の混雑や航空業界を取り巻く課題に
加え、地方では宿泊施設や利便性の高い地上交
通も不足しており、言葉の問題やWi-Fi環境も
都市部とは差がある。解決すべき課題は多い。

　年訪日外国人は万人に達した。多い
とみるか少ないとみるか。同年国際観光客到着
数位はフランス万人、位スペイン万
人（日本位）。国民人あたりに換算すると、フ
ランスは．人、スペイン．人で、日本の国
民人あたり海外客の～倍！世界からみれば
日本は鎖国を解いて間もない状態。国の後押し
で訪日客は間違いなく伸び続ける。追い風の中、

沖縄が訪日外国人を誘引する武器が、年に
当時の仲井眞県知事が行った「沖縄観光バリア
フリー宣言」。今では①車椅子対応②食物アレル
ギー対応③LGBT対応に整理され、これから訪日
外国人向けの具体的な施策が展開されていく。

　当館は九州の山奥の小さな旅館でありなが
ら、外国人客の割合が全体の８割を占める。ＩＴ
時代の恩恵でもあるが、逆に地方の観光に関し
て外国人がＩＴで知りうる情報はまだまだ少な
い。周遊する観光地も限られた情報のなかで一
部の地域に集中している。それは「知らないか
ら来ていない」のであって「知れば必ず来てく
れる」ということの裏返しだ。観光地、あるい

は観光地となりうる資源は山ほどある。当館の
ようなごく普通の「小規模家族旅館」ですら情
報次第で連日訪れる外国人が後を絶たないこと
からも、日常のありふれた景色でさえ「宝の山」
となりうることを自覚しなければならない。

　群馬県みなかみ町は昨年月、豊かな自然の保
全と活用、人の営みの共生が世界基準で認めら
れ「ユネスコエコパーク」生物圏保存地域に登録
された。訪日外国人旅行者が大都市や主要観光
地に集中する中、地方はその地域のブランドと
は何か、その価値を理解してくれる人は誰かを
明確にする時期がきた。インバウンドの台頭は
市町村の枠を超え、小さな資源や魅力を結び付

け、価値を高め、地域に活力と誇りを生む。日本
の原風景が残る本物の農村の暮らしや自然を体
感し人と交流する時間が感動を呼ぶ。SNSを中
心とした多言語による情報発信、動画配信が地
方の魅力を伝え「共感」を呼ぶチャンスを作る。

　９月のＶＪトラベルマートで欧米など社の
海外バイヤーと商談したが、地方での在宅型民
家ステイや体験プログラムはぜひとも今後は販
売したいと言う。都市観光でのホテルは客室は
世界中似た造りであり、日本のらしさを体験す
るには、日本の田舎に行くことであり、食料生産
現場での新鮮な食材での田舎料理、国際交流を
進めるには在宅型の民家ステイをするに限る。

食事も生活もそこには真実と魅力がある。さら
には、豊かな自然の中でのアクティビティ・農
林漁業体験、伝統工芸や文化体験などのプログ
ラムは、すでに学校教育旅行の受け入れにおい
て整備しており、こと消費に大きく貢献する。

　国内旅行者来訪の経済効果は国内の富の移転
だが、インバウンド客は外貨獲得による国富増
大に直結。自助精神で観光産業の経済効果で故
郷を地方創生させる機会、国家目標の万超、
万実現にも貢献可能。多くの地方行政は依
然、日本人の感性で自分の思い込みを押し売り
する世紀後半の旅行代理店セールス発想。個
人インバウンド客は何を期待し何が良いと感じ

て再来訪するのか、属性情報と感性情報を収集
して統計解析し自分の地域に魅力を感じてくれ
る確率の高いセグメントにマーケティングが必
要。ＤＭＯや役所の外国人職員に情報発信させ
る方が効果的、英語の問題でなく感性の問題。

　訪日外客数が万人を数える今、期待値ほ
どの外客が地方に行っているか、経済効果があ
るかを検証する必要がある。国別ではアジアか
らの訪日客が欧米豪からを大きく上回り、地方
へはあまり行っていない。交通機関やパスの充
実により、都市部からの日帰り客も増加してい
る。またＩＴ企業や不動産業の参入が既存の観
光業者を圧迫している。新規参入は歓迎すべき

であるが、この流れが地方観光を活気づけるの
か。ＳＮＳによる魅力発信、外国人目線での観
光資源の発掘等々、地方でやるべきことは数え
切れない。今後これらを生かせる環境をいかに
構築していくか、問われる年である。

　中国からの訪日客が急増している。「爆買い」
が話題となったが、その爆買いも通り過ぎた感
がある。それは中国人の豊かさが前進した証左
でもあろう。日本が歩んできた道でもある。こ
こでは、経済効果から離れて、インバウンドを
考察してみたい。昨年のＮＨＫ番組「私たちが
日本を好きな理由・変わり始めた対日観」では、
観光に訪れた中国の若者が、教えられてきた日

本観と現実は大きく違って、日本社会の清潔さ、
日本人の社会ルールやマナーを守る姿勢、平和
を守る意識と優しさに感動したと述べていた。
まさに、ここが交流の肝と思う。良き日本感を
持って帰ってもらうべく接したいものである。
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